




























































経済には，n人の経済主体と J種類の財が存在し，それぞれ i=l， …，nと j=l，…，1で区
別される。各経済主体は，消費集合 Xiと，Xi上の選好 ;:;iの組 (X，;:三i)により特徴付けられ
る。 Xiは，閉，凸で，下方に有界な RIの部分集合であり，だzはあ上の完全擬順序で，凸性，





単調性，および連続性を満たす 2)。また，初期賦存量的=(ω1'1，…， ω日)ERl が与えられており，
次の仮定を満たす。
仮定 1:任意の iについて， XiOくくωzな X;OEX;が存在する。
ワルラシアン均衡，すなわち狭義の均衡では，経済主体 iは，所与の価格 p=(九…， ρ1)Ed. 
=白ERぷl2]j=11ρj=l}および初期賦存量的の下で，選好;::);に関する最大元である需要 Xj=
(X;1' …， Xij， …. XU)を選択する。この需要を，不均衡下で選択される需要と区別するために，
「観念的 (notional)需要」と呼ぶ。それゆえ，予算制約対応 φ;: 1→X;を
φ;(ρ) = {XEX; 1ρz三ρω;}
とすれば，観念的需要 X;W: 1→X;は，






らなL、。本論では，経済主体は 1人当たりの取引の平均値 Y=(Y1，…，Yj，.・"， yふれ=E(Xj一白j)
に応じて，取引に対する「数量制約J(b;. S;) = ((b;1，…， bij，…. b;ふ (S;1，…，Sij， …， Su)) ER+l X R_l 
を主観的に予想するとしよう。なお以下では，Yを「平均的取引」と呼ぶ。平均的取引に基づいて
数量制約をどのように予想するかに関L，次の仮定を置く。
仮定 2: I主観的数量制約Jb;j : R→R+および S;j:R→Rーは，次の性質を満Tこす連続関数で
ある。
ある正数，，>0と正数 Kく∞が存在して，Yj>εならば，b;j(Yj)三Oかつ b;j(Yj)'く0であり，



















































度 μ，および先験的予測叫について次の仮定を置けば，yiは (Xl， …，Xl) に関する連続性を得る。
仮定 3: 
(1) 任意の iについて， ψfは連続関数であり .m(万川Rl)は tightである。
(2) m(Rうは tightである。
補題:仮定3の下で，Yrは (Xh.， XIl)に関して連続である。
証明:仮定 3.(1)の下で， Prohorovの定理により m(IImRI) は相対コンパクトである。すると，
h めの連続性より ，(X1.…， xn)nが (Xl， …， xtl)Oに収束すれば， μ〈…1• )，が μ〈…|・ )0に弱収
束する分布列白ベ…|・)つが存在する。ゆえに， Portmanteauの定理より， μι(X(l)- (/)(1).….X(叶
一ω(r.)[Y)lJr(Y) (dy) も収束する。それゆえ， νi(・[1'r(X1.•••• Xn)) の分子および分母はそれぞれ収束
するから，仮定 3，(勾より，{(h….X釘)つに対して弱収束する分布列{lJr(・1…〉ヴが存在する。
従って. Portmanteauの定理より (X1.…，XI) に関して Yiは連続である 3)0 Q. E. D. 
経済主体は，推定した平均的取引を基にして数量制約を予想し，その制約下で需要を決定し市場
に表明する。価格伸縮性を前提とすれば，平均的取引に応じて価格は変化しょうから，経済主体は










3) Prohorovの定理および Portmanteauの定理については. Billingsley (1968)などを参照せよ。
4) 拙稿(1987)でも指摘したように，経済主体の推測に関する以上の想定，すなわち仮定 4.(3)， (4)および(5)は論拠が薄








(1) Ciは p，x，-b;(yふ お よ び X，-S，(yi)に関して連続である。
(2) Ci(ρ， X，-bi(yふ Xi-Si(y，)(x，一ωi)は X，に関して凸である。
(3) Si(yi)三Xi三b;(y，)ならば，C，(ρ， xi-bi(yふ Xi-Si(yi))=ρである。
(4) Ciは xi-b，(yi)および Xi-Si(yi)の増加関数である。






φ，'(P， y，) ={XEX， I Ci(P， y" x) (xー叫〉三~O}
と定義できる。そして，推測予算制約対応上で、選択された需要を「推測需要」とよべば，推測需要
x;' : tJ.XRI→XI土，








E=((X，三5s，ωi，C，(・，・，・)， ν，(')， t/>，(・)， ψi(・)))
として表わされる。























(1) Xi ωiは，相互に独立で，同ーの J次元正規分布 N(M.r)に従う。ここで ME.Rは未知の







命題 1:仮定 1より仮定 5の下で，任意の iおよび任意のjについて !Xij-Wij!壬sであれば，ワ
ルラシアン推測均衡が成立する。




り，任意の iqこ対して，Si(Yi)=-Kおよび b;(Yi)=Kが成立する。従って Kの定義より，任意の
iおよび任意のめEXiについて，Sis:.Xi三b;となるから，仮定 4，(3)より，任意の iについて， Ci 
(ρ，Yi，・)=Pが成立する。それゆえ各経済主体の推測予算制約は，任意の Pについて
φパρ，Yi)=φi(P)














仮定 2':ある正数ε>0が存在して，Yi>εならば bij(y;)三 0かっbリ (y;)'く0であり ，Yi三玉εな
らば任意の価格に対してん(yi)=max( 0， Xi;" (P))。また，Yiく εならば Sリ (Yi)三 0かつ Sij(Yi)'
くOであり，Y;>一εならば任意の価格に対して Sij(Yi)=min( 0， x;/，(P))。
命題 2: 
(1) 仮定 1より仮定4の下で，PキYであれば，非ワノレラシアン推測均衡が存在する。












あるいは Shk(yh)>Xhk"'(ρつであるような， φh(tつ の だhに関する最大元 Xh"'が存在する。仮
定 4，(3)より，そのような Xh"については
Ch(t"'， yh， Xhw)キy

















済は不安定に陥ると理解されるべきである。なお， 複数均衡の存在については， Hahn (1978)， 




復定 6:νzは，0; J1.， JI. =(1，…，1)'ERlを平均値ベクトルとする J次元正規分布，すなわち N
(0; 1. ， 11;) である。ここで 11;は J行 l列の対称で正定値な precision行列。
命題 3:仮定 1，2， 3， 4 ， 5， (1)，および6の下で，任意の iおよび任意のjについて，




命題 4:仮定 1，2， 3， 4， 5， (1)および6の下で，任意の iとある hについて， ! Xik一ωik'
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